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現在清涼飲料水企業の規模や集約化の水準がま
すます向上 しており､商品も多種多様になってい
る.スーパ-マーケット､小売店などの販売チャ
ンネルだけではなく､自動販売機やコンビニエン
スス トアの普及も中国飲料業さらなる発展を推進
している｡
現在各飲料メーカーは健闘しており､各自の戦
略を打ち出し､消費者の心を掴もうとしている｡
コカコーラのような欧米企業は自社ブランドプ
レミアムを維持 しつつ､出資先の地方ブランドも
併用する｡康師博などの台湾企業は新商品を研究
開発 し､消費者に飽きられないように工夫 し､販
売チャンネルも時代につれ､変更 している｡日本
企業は繊細な味わいで､高品質で､自社ブランド
を中心に現地向けにアレンジしている｡中国本土
企業は民族ブランドを訴え､中国人の共感を得て､
一歩一歩歩んでいる.
第1章では､中国飲料産業の概況について論述
する｡中国飲料産業の現状､歴史､清涼飲料の概
要と分頬､清涼飲料の形態の変遷に関 して､詳 し
く説明する｡
第2章では､中国飲料市場における外資企業の
戦略を詳 しく分析する｡アメリカのコカコーラ､
台湾企業康師博と日本企業が中国に進出にあたっ
て､その歴史､背景､戦略を中心に論述する｡
第3章では､中国飲料業界と中国資本企業の戦
略について論述する｡中国飲料業界を炭酸飲料､
果汁飲料､茶飲料､乳飲料､ ミネラルウオーター
の5つのカテゴリーから､分析 し､中国最大飲料
メーカー娃暗崎をとり挙げ､歴史や戦略を論述し
た.そして最後にアンケー トによる中国飲料市場
の調査を書いた｡
第4章では､各メーカーによる比較､メーカ-
への提言 と課題について論述したe
